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2021 ClassNK秋季技術セミナー

デジタルトランスフォーメーションの
取り組み
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本日の内容
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1. DXに向けた事前調査・分析

2. ClassNKデジタルグランドデザイン2030

3. DXに向けた取り組みと課題

4. まとめ
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海事・海洋のメガトレンド

GHGやSOx,NOx規
制の強化に伴い、よ

り排出量の少ない燃

料への転換、船舶の

さらなる低速化が進

む。電気推進船や燃

料電池船も登場。

船舶のリサイクルも

高度化。

環境問題や紛争問題解決に

向けた海洋利用（海洋資源開

発、海洋発電、MDAのための

観測網、洋上都市等）が増加。

労働力の高齢化および業界の

差別化の必要性に伴い、

COVID-19もあって造船・運航・

検査の自動化・自律化・遠隔化

の流れが加速。

契約続効率化・サプライチェー

ン可視化・効率化が進む。

衛星・通信やIoT等技術

の発展に伴い、運航

データや船舶データが

オープンに。

プレイヤーも再編され、

業界外からの新規参入

も増加。

人口増加及び急激な都市化に伴い、海運の

ニーズは維持・拡大。パワーバランスの変化

に伴い、貨物や主要航路は変化。画一的

サービスも残る一方、科学/IT技術の進化に

伴い、種々ニーズへの対応が可能に。

COVID-19等により「変化の激しさ」も加わる。

ニーズ拡大
多様化

新たな
海洋利用

環境対応

自動化
効率化

オープン化

海事・海洋
メガトレンド

都市化

人口増加
高齢化

パワーシ
フト

技術発展

環境

食料
安全保障

資源・エネ
ルギー

世界のメガトレンド

COVID

3



2021/11/1 01

環境規制の強化
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IMOでは、「国際海運からのＧＨＧ削減戦略」が策定され、2050年までに総排出量50%削減、
今世紀中のなるべく早期にゼロ排出を目指すことになった。
GHG以外でも、2020年にはSOx排出規制が施行されるほか、海洋プラスチックごみ対策につ
いてもIMOで検討が開始されるなど、環境規制はますます強化されていくと考えられる。

出所) 国土交通省国際海運GHGゼロエミッションプロジェクト第1回会議資料2-1
（https://www.mlit.go.jp/common/001250110.pdf）

デジタルは有
用なツール
デジタルは有
用なツール
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【海外】取組マップ ※2019/10月版

実⽤実証研究

製造 運航 船舶管理 検査 ⼈材 物流・⼿続
活⽤フェーズ

設計

AI（判断）

AR/VR

シミュレータ
デジタルツイン

AI（認知）

AI（⽣成）

ロボティクス

ブロックチェーン

活⽤技術

IoT

サイバーセキュリティ

通信
溶接・加⼯
作業効率化
作業⾃動化

運航データ利
⽤

状況把握
CBM/RBM

判断⽀援・
⾃動化
運航最適化

遠隔トレーニ
ング

ドローン検査 情報流通に
よる業務効
率化●の⼤きさは事例数を⽰す
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【海外】取組マップ ※2020/10月版

実⽤実証研究

製造 運航 船舶管理 検査 ⼈材 物流・⼿続
活⽤フェーズ

設計

AI（判断）

AR/VR

シミュレータ
デジタルツイン

AI（認知）

AI（⽣成）

ロボティクス

ブロックチェーン

活⽤技術

IoT

サイバーセキュリティ

通信
溶接・加⼯
作業効率化
作業⾃動化

運航データ利
⽤

状況把握
CBM/RBM

判断⽀援・
⾃動化
運航最適化

遠隔トレーニ
ング

ドローン検査 情報流通に
よる業務効
率化●の⼤きさは事例数を⽰す
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海事産業のオープン化に伴う新規プレーヤの参入

出所）国土交通省 海事産業将来像検討会

海事産業の構造変容が生じつつ
ある。

欧州においてはデジタル化※に
伴って

造船プロセスを取り纏めるシステ
ムインテグレーターが登場する
等、産業構造の変容が見られて
いる。

※自動運航船や電気推進船の技術開
発・普及に伴って、内燃機関等を備える
従来の船舶よりもシンプルな構造の船が
建造されるようになる可能性がある。（実
際、自動車産業や欧州造船舶用業界に
おいて、システムインテグレーションに帰
する付加価値が大きくなっている。）
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業界の変化
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造船

保険

船主
運航/管理

船級

個々の
サービス
提供

建造

保険
金融

運輸

船級

荷主

デジタル
フォワーダシステム

インテグ
レータ

システム
プロバイダ

データ流通
の世界

 データ流通範囲の拡大

 データによるリスク管理の一般化

 SDGsやESGニーズの後押し

 新たなプレーヤの登場
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業界の変化
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金融

評価

造船
施工

物流

貿易

規則
条約

舶用
メーカ

造船所 船主

運航

船級

保険

※サービス内容の一部を記載

消費者

税関／

ターミナ
ル

銀行／
投資家

これまで データの壁 データの壁 データの壁

旗国

管理

IACS IMO
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業界の変化
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金融

評価

造船
施工

物流

貿易

規則
条約

舶用
メーカ

造船所 船主

運航

船級

保険

※サービス内容の一部を記載

消費者

税関／
ターミナ

ル

銀行／
投資家

これから

旗国

管理

IACS IMO
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プラットフォーム
ユーザー(PU)

データ利用権の管理

海事業界におけるデータ流通の実現に向けて、データの創出・送受信・蓄積・活用など上流
から下流までの作業を役割分担し、各社が得意分野に自由に参画できるデータ流通基盤

ソリューションプロバイダ
(SP)

ソリューションユーザー(SU)

船主、オペ、船管、船員等

ECDIS

Shipboard

VDR

データロガー

船上アプリ
(トリム最適化)

船上アプリ
(性能監視)

船上アプリ
(航路最適化)

データ利用権
購入者(DB)

船主,
オペレータ,
造船所,

舶用メーカ,
大学、研究機関,

等々

船上アプリ
(機関監視)

船上アプリ
(遠隔保守)

電子アブログ

船上サーバー

プラットフォー
ムプロバイダ

(PP)

IoS-OP利用規約

IoS-OP利用規約に基づ

いたデータ流通システム
基盤の運用管理を実施API

Internet of Ships Open Platform（IoS-OP）
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デジタル化（や環境規制強化等）に伴う業界・ガバナンスの変化

設計 運航・管理製造 廃船

従
来

• 造船所で船体・システム
の設計図面（紙）を作成

• 艤装品およびその組合
せは標準化・汎用化

（荷主ビジネス）

• 設計図面に基づいた建
造を実施、曲げ加工等は
造船所技術者の手作業
に任せられている

• 海象・経年劣化等あり

• 船内の海技者による運
航・管理が前提

• 航海中は外部から物理
的にアクセスしづらい

• 基本的には物資が到
着しない・遅れる等の
事態以外、運航・管理
のビジネスへの影響
は小さい

将
来

（変
化
の
方
向
性
）

• 想定海象をベースにした
現実的な船体設計

• 想定運航形態をベース
にした設計の自由度増
加（燃料多様化等も含
む）

• 自律運航・遠隔運航、自律
監視・遠隔監視が進み、運
航・管理におけるM/Mのバ
ランスが多様化

• 環境規制による燃料多様
化（→設計の自由度増加）

• SDGsへの貢献・
ESG投資等、企業

サービスの（サプライ
チェーン含めた）説明
責任がビジネスに直
結

• 3D設計情報を用いた3D
プリンターでの建造（→
設計の自由度増加）

• 建造ラインの自動化によ
る建造が高速化？

将来（変化の方向性）は明確な時期は想定していないが、2030年ごろには部分的に実現しているものと考えている
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設計 運航・管理製造 廃船

従
来

• 造船所で船体・システム
の設計図面（紙）を作成

• 艤装品およびその組合
せは標準化・汎用化

（荷主ビジネス）

• 設計図面に基づいた建
造を実施、曲げ加工等は
造船所技術者の手作業
に任せられている

• 海象・経年劣化等あり

• 船内の海技者による運
航・管理が前提

• 航海中は外部から物理
的にアクセスしづらい

• 基本的には物資が到
着しない・遅れる等の
事態以外、運航・管理
のビジネスへの影響
は小さい

規格化・均一化された規
則・規格→技術開発抑制

規則参照）
建造現場検査（鋼船
規則参照）

設計図面審査（鋼船規
則・機器規格参照）

造船所ガバナンス審査
（ISO等参照）

船社ガバナンス審査
（ISO等参照）

海技者資格試験

利用状況・状態に拠らない定期
検査を義務化→要求過剰

厳しい海象での継続利
用を想定→要求過剰

海技者による運転を義務化→
技術開発抑制・人的事故リス
ク

乗船義務（SOLAS等）

現場定期検査（鋼船規則参照）

デジタル化（や環境規制強化等）に伴う業界・ガバナンスの変化
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デジタル化（や環境規制強化等）に伴う検査・承認関連サービスの変化

設計 運航・管理製造 廃船

従
来

• 造船所で船体・システムの
設計図面（紙）を作成

• 艤装品およびその組合せ
は標準化・汎用化

（荷主ビジネス）

• 設計図面に基づいた建造
を実施、曲げ加工等は造
船所技術者の手作業に任
せられている

• 海象・経年劣化等あり
• 船内の海技者による運航・

管理が前提
• 航海中は外部から物理的

にアクセスしづらい

• 基本的には物資が到着
しない・遅れる等の事態
以外、運航・管理のビジ
ネスへの影響は小さい

将
来

（変
化
の
方
向
性
）

• 想定海象をベースにした現
実的な船体設計

• 想定運航形態をベースにし
た設計の自由度増加（燃料
多様化等も含む）

• 自律運航・遠隔運航、自律
監視・遠隔監視が進み、運
航・管理におけるM/Mのバ
ランスが多様化

• 環境規制による燃料多様
化（→設計の自由度増加）

• SDGsへの貢献・ESG投
資等、企業サービスの
（サプライチェーン含め
た）説明責任がビジネ
スに直結

• 3D設計情報を用いた3Dプ
リンターでの建造（→設計
の自由度増加）

• 建造ラインの自動化による
建造が高速化？

建造現場検査（鋼船
規則参照）

設計図面審査（鋼船規
則・機器規格参照）

造船所ガバナンス
審査（ISO等参照）

船社ガバナンス審
査（ISO等参照）

海技者資格試験

乗船義務（SOLAS等）

多様なコンセプト認証 新たな製造機器承認

新たな機器・ソフトウェア承認

3D設計データ承認

多様なシステム認証

遠隔検査・自動検査

現場定期検査（鋼船
規則参照）

遠隔モニタリング・コンディ
ションに応じた対応要求

遠隔検査・自動検査

説明責任担保のため
の審査・認証

適切な船舶性能情報
の提供

事故状況・運航状態の
把握とリスク情報提供サイバーセキュリティ担

保のための対応認証
サイバーセキュリティ担
保のための対応認証

新たな技術者認証（陸
上支援者等）

フレキシブルな運航体
制認証 環境規制関連認証

規則等デジタル化
設計ツール組み込み

「認証対象の拡大」には「従来の船舶・運航の差別化」とともに「多様な船舶・システム等を認めることによる新技術開発・導入促進」がある

14



2021/11/1 01

本日の内容
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1. DXに向けた事前調査・分析

2. ClassNKデジタルグランドデザイン2030

3. DXに向けた取り組みと課題

4. まとめ
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・・・2015  | 2016  | 2017  | 2018  | 2019  | 2020  | 2021

ShipDC

CMAXS

MRV Portal
IoS-OP

•船舶検査におけるドローン使用

•自動運航，自律運航の概念設計

•サイバーセキュリティ関連

基
盤
整
備

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

NKのグリーン及びデジタルの取り組み (抜粋)

CBM, 遠隔検査

PSC Intelligence

16

DSS, Innovation Endorsement

Fleet Manager

遠隔検査 2版, CBM 2版, データ品質, 自律飛行ドローン実証実験

SIRIUS

DGD2030 ZETA
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ClassNK Digital Grand Design2030
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デジタル社会に
おける第三者機
関としての３つの
主要な役割

これまで培った技術力を土台に最新技術に対して積極的にアプローチ

デジタル技術を中心にして既存規則に限らない多様な認証・評価・格付の実施

 高度な検査

 先進的なビジ
ネス環境整備

 第三者認証・
評価・格付け

What
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①フロントランナーとの挑戦
②業界への展開・啓発
③業界外の巻込

18
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本日の内容
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1. DXに向けた事前調査・分析

2. ClassNKデジタルグランドデザイン2030

3. DXに向けた取り組みと課題

4. まとめ
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Innovation Endorsement Framework
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• 急速な技術革新・脱炭素/SDG等取組の拡大を背景にデジタルだけでなく、脱
炭素、SDGs等に対する先進的取り組みの価値が益々高まっている。

• 新たな取り組みが生む付加価値に対する第三者認証が普及を後押しする。

• 船舶に留まらず、製品やそれを用いたソリューション、更には付加価値を生み続
ける組織に対する認証を行う。

規則ベース認証から
付加価値認証への拡大

拡大するスピードの加速
に追従する

新たな価値

Innovation Endorsement

既存規則
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Innovation Endorsement (IE) Service

革新技術を対象とした新たな認証サービス （2020年7月公表）

 ⾰新的な技術の普及・
発展を促すことで，海
上における環境保全，
安全性の向上，持続
可能な開発をサポート

 認証業務の多様化と
対象の拡⼤による新し
い価値の創出

 世界に先駆けた評価
基準の策定

Goals

21

（2021年6月更新）
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IE Frameworkの展開
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 船舶のデジタルに関する先進的取り組みへの認証から着手

 脱炭素、SDG等の取り組みへ認証範囲を拡大（目的指向として、環境、安全、
労働を追加設定）

 船舶のみならず製品・ソリューション・組織への認証範囲の拡大

 今後も業界動向・顧客要望を見ながら拡張を継続

環境：
既存ガイドラインにIEコ
ンセプトを取り入れ4月
末に第4版を公開

安全：

業界動向を見ながらガ
イドライン開発中

労働：

業界動向を見ながらガ
イドライン開発中

順次拡張
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Innovation Endorsement Service
DSSノーテーション：

 計73隻に付記

現在、3隻でDSSの付記、追加を審査中

Products & Solutions認証：

 6製品に証明書発行

現在、16件の認証作業中

Providers認証：

 1社に証明書発行

現在、1件の認証作業中

新造船 7隻 ⾃動⾞運搬船, 油ケミカル, コンテナ船
就航船 66隻 コンテナ船, 油ケミカル, LPG船, バルクキャリア 他

・川崎汽船 「K-IMS」 船舶運航・性能管理システム
・川崎重⼯業 「SoPass」 船舶運航管理⽀援システム
・サンフレム 「サンフレムスマートサポートシステム」 状態監視・性能分析システム
・Alpha Ori
・ウェザーニューズ

・⽇本シップヤード

「SMARTShip - Asset AI Plus」
「CIM(Carbon Intensity Monitoring）Service」
「Sea-Navi®2.0」

状態監視・異常検知システム
CO2排出モニタリングサービス

船舶運航・性能・構造管理システム

2021年10月1日現在

23

・ツネイシクラフト＆ファシリティー
ズ株式会社

クラスC、D ゼロエミ・⽔素社会に向けたツネイシグループのバリュー
エンジニアリングおよびイノベーション活動
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検査業務支援ツール

検査員向けの検査支援ツールの開発と並行して、「遠隔検査アプリ」の開発を
実施。社外ユーザー様（船員様）の就航船遠隔検査関連の業務効率向上を目
指す

24

What トライアル中

1. 試作品アプリによる国内及び海
外の船上における検証。検証結
果をフィードバックし開発中。

2. 2022年1月末に、第一弾として

「遠隔検査アプリ」を社内トライ
アルリリース

3. トライアル結果を踏まえ、船員
様の負担（例 現場での情報入
力）ができるだけ少ない形にな
る様改良し、本番リリース

2022年内に遠隔検査業務を支援開始

検査情報の

詰まったQR
コード取得

被写体情報

入力・送信

画像・動画

撮影

シンプルな操作性
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船舶及びリソース情報活用システム(SIRIUS)
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まずは社内業務に展開

1. 検査及び事務業務の
効率化

2. 遠隔検査等ICTをフ

ル活用した検査実現
を支援

データ活用基盤と利用用途別の簡便なタイルアプリの組み合わせにより船舶情
報の一元的な把握や既存データの視認性向上、新たな指標への迅速な対応を
目指す

What

将来的には顧客に展開

1. 業務効率化支援

2. データ活用、新規業
務展開支援

トライアル中

Digital Assistant for surveyor

KAIJI MARU

Ship Information
AIS Information
Survey/Audit Status
Certificates
Damage Information
PSC Information
History
Drawings
Company Information
Predictive Risks
Hull Condition
Machinery Condition
Vessel Performance
Encountered wave data
Thickness measurement data
Picture Viewer
Crew inspection log
Remote survey log
Rule/Instructions

Available tile services

Class No. 099990
IMO No. 9999999
CONTAINER CARRIER

Panama
KAIJI CO., LTD.

Certificates
X

KAIJI MARU
Anniversary Date : 00
Oct

Certificate Expiration
Class
Load Line
Safety Construction
Safety Equipment
Safety Radio
Dangerous Goods
OPP (MARPOL Annex I)
OPP (MARPOL Annex IV)
OPP (MARPOL Annex VI)
EE
Anti Fouling System
BWM
ITC69 Cert.
SUEZ / PCUMS Cert.

19 Oct 2024
19 Oct 2024
19 Oct 2024
19 Oct 2024          Record
19 Oct 2024          Record
19 Oct 2024
19 Oct 2024          Supplement
19 Oct 2024
19 Oct 2024          Supplement
---
---
Endorsement
---
---
---

AIS Information
X

KAIJI MARUSingapore Hai
Phong

Average SOG

0.0
26.4

Under way using
engine

Late st Position 2020/08/10 19:44:58

COG

324.9deg

Heading
326.0deg

Lat

50.9deg

Lon

137.7d
eg

SOG

12.4kn

ot
14.3 knot

ATD ETA
2020-08-08 01:34 2020-08-13

02:00

KAIJI MARU

Company Information
X

Managing Company

Owner Code AA0000
Company Name KAIJI CO., LTD. .
Address 3-3 KIOI-CHO, CHIYODA-KU, TOKYO,

102-0094 JAPAN
Postal 1020094
Tel +81-3-5226-2738
Fax +81-3-5226-2056

Survey/ Audit Status
X

202
0

202
1

202
2

202
3

202
5

202
4

AS AS/IS AS

Anniversary Date : 19
Oct

AS/IS SS

R
ec.

N
CKAIJI MARU

Statutory AS

Boiler

Statutory

DOC

MLC

DS

Statutory Statutory RS

SMC/ISPS

Propeller

Statutory

CMS CMS CMS CMS CMS

Ship Information
X

Class No.

IM O No.

Official No.
Signal Letters
Flag
Class Characters, Notations ;

Installation Characters
Tonnage Gross(Registered)
Deadweight
Moulde d L x B x D (m)
Type of Ship
Ship Builder / Hull No. / Built Y ear

Prime Mover / Propeller Shaft

099990

9999999

00000-10-A
AAA AA
Panama
NS*(CNC, EQ C DG, 1C) (IW S)(PSCM)
(DSS )
MNS*

CHG, M PP, LS A, RCF, M 0, A FS , BW M
40,800 GT
51,000
246.000 x 32.000 x 19.500
CONTAINER C ARRIE R
Kaiji Heavy Industries Co., Ltd. / 1975 / 2009
Diesel Drive P ropelling / 1C

KAIJI MARU
11
years

Picture Viewer
X

PSC Information
X
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ClassNK Fleet Manager

まずは社内業務に展開

1. 検査及び事務業務の効率化

2. 新たな分析手法の検討

3. 新たな対外サービスの
提供

AISデータを活用して入級船の位置や運航情
報をリアルタイムに表示、記録

26

What

将来的には顧客に展開

1. フリート管理支援

2. 業務効率化支援

3. 陸側監視機能強化

トライアル中
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2025年の目指す姿 (一例)
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収集
運用

顧客

検査
対象

顧客
所有
ツール

本部・支部・遠隔検査センターNK

舶用機器メーカ 新たな顧客造船所 システムインテグレータ 船主・船管会社

船舶デジタルツイン

シミュレーションツー
ル

設計ツール

建造現場

システムシミュレータ

検査支援ツール

3Dモデル

工程管理ツール

システム承認
リスクベース検査設計自動承認

バーチャル試運転
実海域性能評価

機関遠隔検査
船体損傷箇所リスク推定

船体予寿命推定

代替検査としての承認
妥当性検証

製品の
個別トレース
格付情報

シミュレーションによる承認

モデル管理
モデル承認

結果に対する承認

1. 目指す姿を現業部門とともに議論、具体化 (図面承認、新造船検査、就航船検査、艤装品検査、新規業務)
2. 改修または新規開発が必要なシステム、見直しが必要な規則等の洗い出し
3. システム面、ワークフロー面を含めたロードマップの検討、策定
4. 開発のプランニングとシステム等項目別に取り組み体制を構築
5. 実装→公開→フィードバックのサイクルを繰り返す

艤装品・舶用機器
（自動化システム、環境対策機器）

船舶
（含：自動運航船）

承認・データ活用支援ツール

状態監視システム
（船舶、船体、機関、システム）
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これまでの取り組みからの学び
1. 既存業務フローとの兼ね合い

（既存システム改修と新規システム開発の割合）

2. 現在×短期×中期×長期の個別または統合的な視点による検討
（既存業務をよく理解している立場×将来を考えている立場）

3. 新たな取り組みと既に枠組みがある取り組みの進捗の差
（踏んでいくプロセス数が大きく異なる）

4. スクラッチ開発と汎用ツールを用いた開発のスピード差
（操作感、見た目、開発スピード、業務フローに合わせるか変えるか）

28

DGD2030

203020252020

2025年の姿

20232022

バックキャスト

各
取
り組

み

必要な技術

優先度

ちょっと予測が難しい
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本日の内容

29

1. DXに向けた事前調査・分析

2. ClassNKデジタルグランドデザイン2030

3. DXに向けた取り組みと課題

4. まとめ
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 ClassNKは、海事社会のデジタルトランスフォーメーションを推進するための戦
略的ビジョンに基づき、様々なサービスの提供を進めている。

 さらに、船級検査や図面承認などの既存のプロセスに対して、デジタル技術を
用いた業務変革をおこなうべく、さまざまな技術課題に取り組んでいる。

デジタル、環境などに関する新たな取り組みを既存の規則体系にとどまらず第
三者として承認し新たな技術やそれを用いたソリューションを浸透させる取り組
みを始めている。

 この様な活動を通してClassNKはDXを推進しており、業界へも波及させたいと
考えている。

現在は、既存プロセスからDX変革への過渡期の真っ只中である。一時的な、重

複業務等の負荷を如何に乗り越えていくか？がカギでありパートナーの皆様と
試行錯誤を重ねていきたいと考えている。

まとめ

30
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ご清聴ありがとうございました

デジタルトランスフォーメーションの取り組み
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